大智度論巻第四、「須陀須摩王」物語 by 大坪, 併治
【大意】昔、印度に須陀須庶王と言ふ王様がゐた。
よく梢進し、持戒して、
実語を心がけ、
嘘を
言はなかった。ある日の朝、
車に乗り、
多く
の採女を辿れて、
固に入って遊んだ。
城門を出る時、
l
人の婆
糀門がやって来て、
施しを求めた。須陀須庶王は、
承諾して、
城
に焔るまで待 ゃうに酋った。
ところが、
図に入って、
遊んでゐ
ると
ころに、
鹿足と言ふ両翅王が空中から現れて、
須陀須庶王を
捜って行った。須陀須庶王は 同じく捜はれた九十九人の緒王の中に慨かれたが、
何時殺されるか分らない恐怖よりも、
婆羅門と
の約束が果たせなかったことが残念で
雨のやうに涙を流して泣
いた。串情を知った鹿足は、
婆羅門と
の約束を果たさせるために、
七日の猶予を与へて、
本国に帰ることを許した。本国に帰った須
陀須庶王は、
思ひのままに布施をし、
自分の後継者として、
皇太
子を立てて とした。そして
国民に対して、
自分が無力のため
に、
十分な政治ができなかったことを詫ぴた。
国民は、
須陀須庶
王にこの国に留まって
政治を続けてもらいたい。鹿王のこと
大智度論巻第四、
「須陀須摩王」
など考殿する必要はな
い。
丈夫な兵舎を作
り、
強い兵隊を配囮す
れば、
鹿足も恐れるに足りない、
と言った。しかし、
須陀須庶王
は侶を説いて、
約束は守らなければならないと言って、
鹿王の許
に帰って行った。
鹿王は、
須陀須底王が命がけで約束を守らうと
するのに感動して、
須陀須床王が本国に帰ることを許したばかり
でなく、
他の九十九人の諸王も、
須陀須縣王に対する布施と て、
それぞれ本国に帰ることを許した。同じ話は、「三宝絵詞」（永観二年＾九八四＞源為惑の箸。）にも見える。【本論】「大智度論」巻第四に、
須陀須庶・王の話が納められてゐる。
前
稲に引き続き、
石山寺本の本文により、
これに加へられた古点の
内、
天安二年(itt和天旦、
八五八）加点の、
私に「第一植点」と
称する訓点によって読んで見た。
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問El、P羅波樅蜜-11)云何（にか）満｛す
る）
0
答曰、不レ惜二t2丘身
命
（ーを）、製神�g浄戒-
g
。如又g
｛しる須
陀須
庶王
（の
）以三て
の）
劫摩沙波陀天王ー｛と故g‘欲叫せしが症芝てて屁
命
-t示＇占（あら
t)
犯三さ 禁戒
｛ーを｝°昔、有―ー
(IJ
）ヽ‘須陀須床王ー
。
是
g
王（は藉進し持戒して、常（に一依三り）さ実語―g。是（の）王、辰朝
に乗レE
應将詞藉（の森女一g、入レ（り）盃唱遥戯一し ー。出三
つると〉、、城門一
を時
、
有二（りて
）一
一り）
の婆羅門油＾（り）乞-g,｀。語レ（りて）
王盗寄
t)
、「王
.u是
(ll)
大福徳人な 。我-が)身（は伝＾窮，．り。当T見三れて）慇念-g、賜小
（ヘ-
とい
ひ‘‘勾少多仁を
）
0」
王
一の
）言
（ひ
し）く、
「
諾‘敬ミぶ如二（＜
）来5告l
（くる
が盛亙相5)布施—
t
。須＿＿｛つ
）ぺし・
といふ
我
（が）出t｀て占叫ー
（らしを
）。
」
作―-g
-』と此g
式om一を已＂恙、入レーIl)て園ぷ深浴し始戯しさ。時に有』11、点｝両
翅王ー
。
寃日ーー（ひ）さ施足ーと。心芍中-を
）飛（ひ）来（り）て、於＿＿採
女の
中ーより、捉レ
（へ）
て舌将レす去一ら
）ムと。翌
t
）如―-t-金紐舟應中（より）取立
t
とす
るが）w氾
を。槌の
ぷ女暗界号避。一図京男内外配‘必唸ぞ通薔し‘』
0
鹿足ぃ
負レ-g 王立翌躍（しぷ裳＝＿｛に一至二（り）所住
の山五
、
樅三｀ぢ‘九十九
の約
王～のぷ＇一に。須陀須庶王悌雰（する）こと如旦雨｛ ー。廊足王語（りて 酋（ひ）しく、「大刹利王｛と）、汝何（を）以gぶ暉｛くこと而が―-（くな
る
）小児ーの。人生g
て＂有レ（り｝死。合会には有レ（り）
といひさ離。
5須陀須摩王答｛へて
--i目（ひし）＜、「
我
不如衣レ（り死をは。甚 た）畏にる底＾レ ふ ―-とを侶を。我従レ
（り
）生
(ll)
よ一匹昭
初より
不
ーー妄甜
f｀
ー。今日の低朝に出—i（て】し城示）門lを時に、有＿―-り
）て一
（りの）
本文
婆羅四、来（り）て従レ（ひ
）て我に乞（ひラ。我時E)許（し
）ェ―-I=
-｛ひ）ツ辺（り）て当
に布
施1
せし（と）。不レ邸亙元窃ーをは。孤り負i（ひ）て彼に．心ーを、自（ら）招ーー（さ）
蔽＇罪
1を。是一の紛窄嘩かくのみ）耳といひさ。」鹿足王郊g=I-g)しく須陀須
庶
王
五
、
「汝
、意で）欲万爾姜と）。畏三し
る）
とさは此（の
点森竺、｛ゆ酔
さu汝苺苔ぷH（ることを）七月。布――施ーし）婆羅門玉詑（りそ‘便（ち五翌舟。若｛し涵――Tシ‘七日一 不レは遥（ら）
、我有1-（
り）
て翅
カー、取
レ（
らしこ
と）
汝石）不レ（と）難((あら）。」須陀須摩王得レ（つ而竺る）こと本国-g。恣レtさ2まに一意
（の
）布施
し、
立〖
ー（
てて）太子fぷQレ（す）王と。大（さに）会二（と人民―
g、俄面して之五薔I(gLく、「我も智不
5耐
“]｛く）あら現。
治
（すること­
否如レ｛か
）法に
。当レ（しi{＝lg忠恕ー
（せ）
0
（「忠」は臥文「中」
、
大正新俯
大蔵舒による。）
如
二(811)
我
（が）
今日f”)
、
身11非苔
t]
が有五
。
正，爾
苺5去（らむ）。」挙レ（りて）国人民、及、諸g親戚、叩に｀J）て頭を留レ（め）さそ。「
狐はくは）、王
、留レ（め）て意紋ざ蔭-L)たまへ此（
の）国ーを。勿下以――
砿足鬼王ーを、為↓た2ふこと慇と也。当レ（L-設二（く）鉄合・奇兵ーを。鹿足は雖にし）神なりと不レといふ投
（り）之也。」王の言(gし
く、「不レ得レ爾する•­
と也
。」
而
説レ（さて）偲（を
）酋（
ひし
く）、
「
実語（は
）第一の戒なり。実証唱昇にる云令梯なり。
器唱小にして而大なり。妄語11入
1-（る）益地獄咋。
我
今11守
二（りて）
実語ーを
寧（ろ）かふ-―ツとふ身寿命ーを、
心に元レケムとい
ひさ有二｛るごと悔氾。」如レ―v丘写）m心惟-し
占J
（りて）
、王即一ら
）発去-Lヽ
;)0
到
II(り}4鹿足王
（の面�五。鹿足遥（かに）、包、歓喜｛して）
而
言(gtv、
「汝（
は）
是一れ一実語一の）人なり。不レ失ー[{u)信要―g。一切一の
）人皆惜二（しと材命一
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．
を。汝
( U )
従レ（り）死得レて脱一るるごと
、遠-り
）来
rIJ
て）赴レけり
信
に。汝
（は丘竺れ）
．大人fりとい
"t
」爾時、須陀須庶王脱ししく、「実語を是（を
）為にす
r八
とー）
0
非冠実語
f`
）非レ｛ず
）と人
10 0
」如レ（＜扁危種種に粛五実語一を呵―□‘妄
語ーを
0
艇足問f（さて）之g、
信
心消浄にして、語三りて）須陀須摩王五言（ひ
）
しく
、
「汝好（く）説レv此を。今
相
（ひ）放捨（せし）。
汝既
（に一得レ（3[ヨ」脱
（るる）こ
と。
九十九の王も亦（た）布施す
。汝
、随レ
（ひ
て森屯各
（の）還ニ-れ)と本国五
。
」如
．レ（く
）是（
の）語（り
）已一り）しかば、百王各（
の低�ニさ還（りー去ー（ること）。如レ（さ）是る〉
等一の）種種（ 一本生中
相
、是を為三す）戸羅波羅蜜満ーと。（四10/12
ill/17
) 
備考原典を訓続する場合には、次の約束に従った。
1句続点は、原典に打たれてゐるものの他、理解を助けるために
、
私意によって加へた。2返点は、原典には左下の星点を、
文の終止を兼ねて使用するだけであるが
、
理解を助けるために、
私恋によって補った。3ヲコト点は平仮名で表した。4仮名による訓は片仮名で表した。5仮名に混へて用ゐる特殊な実字・略符号は、平仮名で表した。6私意によ 補統は、平仮名を（）で包んで示した。7濁点は、原典 ないが、文意の理解を助け ために｀助詞・肋動詞に限り、私意によって加へた。8加点者の朕院や、不必要と思 れ 9n卜点や仮名は、[
]で包んで示した。
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解説問日、
戸羅波羅蜜（は
）
云何（にか）滴（する
）。
答曰、
身命
（
を）惜（
しま
）
不、
浄戒
（
を）護持（す
）。
「P羅波羅荻」は、
中村元博士の『佛教語大辞典」に、「し
らはらみつ
、
戒律を守ることを完全になすこと。
戒の完竪さ。
戒の完成。」と説き
本文にも、「身命を惜しまず、
浄戒を渡
持す
。」と
あり、
それを実行した人の例
として、
須陀須庶王
の話が話られるの
である。
〇如
（へば）、須陀須ぽ王（の）、劫摩沙波陀大王（原文「天王」、「大
正新脩大蔵経」によって訂正
。）（を
）
以（ての）故（に）、身命（を）
棄（てて）、禁戒（を）犯（さ）不（あらむ
と）欲（せし
がごとし）。
「如」一字をタトヘバ|—ゴトシと二度読
む。
「劫邸沙波陀
大王」を訳して、
「鹿足
J
と言ふ
。
0昔
、須陀須底王有
（り）
き。
是（の）王（は）、精進し持戒して、
常（に
）
実語（に）依（り）き。
是（の
）王、晨朝に車に乗（り）、
諸（の
）
妹女（を）将（て
）、園（に）入（り）
て、
遊戯（し
き）
。
「昔」に対して「
有（り）き」と言って話り始め、終はりは「還
（り）去（ること）得き」で
結んでゐる。昔話は
、キ
で始ま
ってキで終はると言ふ通則を守ってゐる。（前稿では、「二つの鹿の群を見つ。」で始まり、 仁信を
得き
」で終はってゐる。
館一種点が第三種占�より古いからであらう。）
城門を出（つると)[き]時、一（
り）の婆
羅門有（りて）、来（り）
乞（ひ）き。王に語
（りて）言（ひしく
）、
「王は是
（れ
）大福
徳人なり。
我（が）身（は
）
貨窮なり。
当（に
）
慇念（せ）見
（れて
）、少
多（を）
賜匂（へ）」といひき。
「見」
は一植の腔敬語で、
ル・ラル
と読
んで、「
．．．．．
シテ下サル」意味に理解したい。「あはれんで下さって
」。（前
柑では、
誤ってミルと読んで、文意の混乱を招いた。
）
「匈」は、諾橋轍次博士の「大漢和辞典』に、「勾、カッ・カチ・カイ、鵞たへる、〔靡、西域伝〕我竺若屈。
「注」師古日、
勾、与也。」と説く
。「賜勾」二字でタマフ意味を表す。「少多」
は「
多少」と言ふの
が普通であるが、「大智度論」
では｀
逆
（た9)
の言ひ方をすることが多い
。「少多
を賜匂へ」は、
「少し下さ
い。」
と言ふこと。
ッツ9
王（の）言（
ひし）＜、「諾、敬ミテ、来（り）告（くるが
）
如（く）、当
（
に）相（ひ）布施せむ。我（
が）
出（てて）還（ら
むを
）須（つ）べし
」といふ。
此（
の
）語を作（る）こと已（り〉
て、
園に入 り
て、
操浴し婚戯しき。
「諾」は、「承知した」と
言ふこと
であるが、
何と読んだか
分らな
い。
普通はムペナリと読むが、
今の場合には、
当ては
まらない。
「敬」をツッシムと読むのは
観智院本『類漿名
義抄」に例がある。「布施
せむ」
に掛かる。「須」は、
諸拉轍
次博士の「大淡和辞典」に、〔易、帰妹〕から「帰妹以須、〔虞
゜ ゜
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注
〕
須、
需也。」を、〔張衡、
束京賦〕から「以須し梢二啓明一
掃二朝腐、
登中天光於扶桑上。〔注〕綜日、
須、
侯也。」を引
いて、
「（四）
まつ。
まちうける。」
と読
む。
『類漿名義抄
j
に
例がある。時に、同翅王有（りき）。名は鹿
足と日（ひ）
き。空
の中
（を）
飛（
ひ）
来（り）て、
採女の中より、
王を捉（へ）て去（ら）
ム
と将。醤（へば）金翅烏
（の
）海の中（より）竜を取（らむ
とするが）如
（し）。蹄（の）女喘哭し号慟す。
一園・京城の内外、
掻き優へ（て 、
悲恨しき。
「金翅烏」
は、
中村元博
士の
「佛教語
大辞典」に、
「こんじ
ちょう、
(s)
garuda
. 
(p) 
garulaの漢訳。
また妙翅烏ともいう。
インド神話における想像上の烏。
翅は金色で、
広さ三百三十
六万里あって空中を飛行し、
須弥山の下層に住んで常に竜を
とって食べてい
る祢猛な烏。．，
．．． 
〔日本のいわゆる天狗
はこの変形と
いう。
〕」と
ある。
「号慟」は大きい声で嘆くこと。「掻擾」を「大正新脩大蔵経』に手偏に作る。
「掻」は諸橋轍次博士の「大漢和辞典」に、
「説
文」
から「掻、動也。
Aレ心蚤声。〔段注〕月出、労心掻分、
常武、
徐方繹騒、
伝日、
騒、
勁也。
此謂二騒即掻之段借字面30
二字義相近、
騒行而掻廃突。」を引いて、「（こうごく。
さ
わぐ。」と読む。「擾」は、同じく「大漢和辞典jに、〔正字通
〕
から「擾、憂思也。詩、陳風、舒優受分。」を引いて、「（二）
゜
゜ ゜
うれへる。」と読む。「悲恨」の「恨」は｀「大漢和辞典
j
に、〔説
文
〕から「恨、恐也。炊レ心皇声。」を引いて、「(-)おそれる。」
と読む。「悲憧」は悲しみ恐れること。「
騰躍」
は
をどりあが
るこ 。鹿足
い王を負（ひ）て、虚空（に）騰躍（し）、所住の山に至（り）
、
九十九の諸王
（の
）中に骰（き）つ。須陀須摩王悌零（する）
こと雨（の）如し。
鹿足王語（りて）言（ひ）
しく、「大刹利王（と〉、
汝何（を）
以（
て）ぞ暗（くこと）小児の
如（くなる）。
人生（まれ）
ては死有（り）。合会には離有（りごと
いひ
き。須陀須庶玉答（ヘ
て）
l官（ひし）＜、「我、死をは畏（り）不。甚（た）信を失（ふ）
ことを畏（る）。我、生（まれ）
て従（り）已来、初より妄語
（せ）
r 
不。今日の傑朝
に、
城門を出（て）し時に、
一（りの
）婆罷門
有（り）て、来（り）て我に従（ひ）て乞（ひ）ツ
。我時
（に）
許（し）
て、「還（り）て当に
布施せむ」（と
）言（ひ）ツ。
元
アサ、5
常をは慮（は）不。孤り彼に心を負（ひ）て、
自（ら）欺ク罪
を招（き）ツ。是（の）故 に 暗 かくのみ 耳」
といひき。
「大正新脩大蔵経」に「笠負彼心―」`「国訳一切経」に「彼が心に磁負し
て」
。「蕊負」
は、相手の気持ち
にそむくこと
。「孤
負]は「惑負」
に同じ。そむくこと
。
鹿足王、
須陀須摩王に語（ひ）しく、「汝、
意（に）爾せむ
（と）欲へり。
此（の）妄語を畏（るる）ときは、
汝に七日還
云ャる）
（り）去（ることを）聴さむ。
婆羅門
（に）布施（し）陀（り）
て、
- 6 -
゜ ゜ ゜ 便（ち）来（り）還れ。若（し）七日を過（ぎ
）
て還（ら）不は、
我翅力有（り）て、汝（を）取
（らむこと）難（く
あら）不」（と）。
＿須
陀須庶王本国（に
）
還（る）こと得（つ）。意（の）恣（し
きままに）布施し、太子（を）立（てて
）王と為
（す
）。大
（き
に）人民（を 会 、
之（に）慨謝して
言（ひ
）しく、「我
｛あ2h)
（が）智物に周（く）あら不。
治（すること）法に如（か
）不゜
当（
に）忠恕（せ）見（る）（べし）。
我（が
）
今日（の）
如（き
は）身は已が有に非
（ず）。
正，爾に還（り）去（らむ）。」（と
）。
「忠恕」は、
其心を尽して
人のため
を思ひやること。
＿
国挙（りて）人
民‘[及]諸（の）親戚、
頭を叩（き）
て之
を留（め）
き。
E願（はくは）、
王、
意を留（め）
て此（の）国
を慈蔽（し）
たまへ。鹿足鬼王を以て感と為たまふこと勿。
当
（に）鉄舎・奇兵を設（＜べし）。鹿足は神なりと雖（も）、
畏
（り）
不。」といふ。
「慈蔽」は『大漢和辞典」に、〔南史、宋臨Ill王道規伝〕から「下文帝レ詔、
褒ー一美勲徳ー、
及二慈蔭之韮ー。」を引いて、「父祖の
功によって、手あっく官に叙せら
れる
こと。」
と説く。
しかし、
この解釈は、
ここには当てはまらな
い。
ここで
は慈しみ治め
る意味であらう。
「叩頭」は、
『大漢和辞典」
に、「①ぬかづく。
頭を以て地をたたく、
罪を謝する時などに行ふ礼。」と説く。
王の言（ひ）
しく、「爾すること得不[也ご(と）゜[而]侃（を)
説（きて）言（ひしく〉、
゜
「寧（ムシロ〉ー—トモ、ーー」は、
ムシロを含む従屈句
と主句と対比し、
主句よりも従屈句の仮設された内容を選
ぶぺきことを示す。
たと
ひ実語を護って、
命を捨てようとも、
妄語して、
後から後悔するようなことはしたくない、
と酋ふ
のである。是（
）
如（
く）思惟（し）已（り）
て、王、即（ち）発（き）
去（りき
）。鹿足王（の）所に到（り）き。鹿足王遥（かに）見（て
）、
歓喜（して)[而]＝亘（ひ
）しく、，汝（は〉是（れ）
実語
（の）
人なり。偕要（を）失（は）不。
一切（の）．人皆身命を惜（し
む）。汝
（は）死従（り）脱（るる
）
こと得て、還
（り）来（り
て）、
信に赴けり。汝（は）是（れ）
大人なり。」といひき。
「発去」は、「出か
ける」ことで
あるが、
何と読む
のか
、
よ
く分らない。「信に赴く」は、信頼を貰ぬく。「大人」は徳のある
人。人格者。
爾時、須陀須摩王限ししく、「実語を是（を）人（
と）為（す）。
実語（せ）
非は、
人に非（ず）。」と。
是（の）如（く）種種に
実語を讃し、
妄語を詞しき。
施足之（を）開（きて）、
信心消
。
[ULご)
「実語（は
）
第一の戒なり。
実語は天に昇（る）梯なり。
実語は小にして[而
]大
なりo
妄語は地獄に入（る)[と]゜
我今は
実語を守（りて）
、
寧（
ろ）身寿命を棄ツとも、
心に悔
恨有（る）こと元ケム。」
といひき。
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研究室受膳図書雑誌目鈴ー
（平成二十年一月1十二月）
岡山大学名脊教授）
浄にして、須陀須摩王に語（りて）―-日（ひ）しく、「汝、好（く）此を説く。今相（ひ）放捨（せむ）。
汝、
既（に）脱（るる）
こと得（つ）「ヨ」。
九十九の王も亦（た）布施す。汝、
意に随
（ひ）て各 の 本国に還（れ）。」と。是（の）如 く 語（り）已（り）しかぱ、
百王各（の）遠（り）去（ること）得き。
是
（の）如（き）等（の〉種種（の）本生中 の）
相、
是をP羅
波羅疫滴と為 す 。
「＊生」は、「佛教語
大辞典」に、①本生即。釈腺の前世物栢。
鸞の過去世における菩薩行のこと。
とある。
約束を守るのは、いつ、
どこでも当然のことであるが、「命が
けで守る」と言ふのは、
凡人にはできがたいことである。須陀須
摩王の話も、
釈迦の前世の物語であるからできたのであらう。
（おおつぼ
へいじ
〈単行本
〉
湖の本（秦
恒平）四三、
四四、
四五
平井文血
大坂往来（西崎亨編）三
安田女子大学言語文化研究披訃13「日本語とシンハラ語における勁詞巡栢の対照用例集」（安田女子大学言梧文化研究所）十三中世前期の歌柑と歌人 田仲洋己若
和泉宙院刊）
NS) 
〈報告書〉
ア
ジア主要都市留学生サミット（大阪府立大学）
国文学研究査料館（国文学研究姿科館）平成二0年度国文学研究資料館年報（国文学研究狩科館）平成十八年度堺・南大阪地域活性化のための拠点としての心理臨床センター報告掛（大阪府立大学）散侠歌集切集成（日本学術振典会科学研究披補助金(C)
）-
地域の明日を考える（ 府立大学）伝えよう！
晶子の国際性（大阪府立大学）
文化表象を読む
ージェンダー研究の現在ー（お茶の水大学21世
紀COEプログラム
ジェンダー研究のフロンティア(FIGE
〈雑
誌
〉
愛知大卑國文広＋（愛知大學國文学令）四八愛知教育 学大学院国語研究（愛知教育大
学大学院国諾研究専
攻）十六愛知県立大学説林（愛知県立大学同文学会）五六愛知淑徳大学国語国文 淑徳 国 会）三一
碁盤研究
0八固文 研究汽料館ニューズ（国文学研究究科館）移転特別号―10
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